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（午後２時15分 再開） 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番４、２番 阪本君。 

〔２番（阪本久代君）登壇〕 

○２番（阪本久代君）通告に従いまして一般

質問を行います。 

 まず一つ目は、介護保険についてです。昨

年12月議会で、介護保険について４点質問を

しました。そのうち、介護予防・日常生活支

援総合事業と介護保険料の減額制度について、

１年たってどのように検討されたのか質問を

します。 

 まず一つ目、介護予防・日常生活支援総合

事業とは、要支援の人と介護保険非該当者を

対象とした事業で、予防給付のうち、市町村

が定めるものと配食、見守りなどの生活支援、

権利擁護などを総合的に支給するものです。

総合事業は市町村が行う地域支援事業で、全

国一律の基準に基づく介護保険サービスでな

く、料金設定をはじめ、すべてが市町村任せ

になります。サービスの担い手は多様なマン

パワーを活用するとされ、ボランティアなど

で費用を抑えることも可能となりますので、

介護の質が問題となり、導入はすべきでない

と考えます。 

 昨年、この介護予防・日常生活支援総合事

業の導入について、「橋本市の高齢者のニーズ

の把握や他地域の情勢などを検討し、橋本市

の高齢者が利用しやすく、効果的な事業展開

を考える」という答弁でしたが、平成25年度

からの導入を考えておられますか。 

 二つ目は、介護保険料減額に関する事務取

扱要綱について、他の市町村の動向を把握し

た上で、収入の基準の見直しを前向きに検討

する、という答弁でした。第５期の介護保険

料は、第１段階、第２段階でも第４期より年

額で4,900円増の３万4,500円です。年収48万

円以下というのは生活保護基準にも足りませ

ん。収入基準の見直しを再度求めます。 

 二つ目は、保育問題についてです。幼保一

元化５カ年計画によって、高野口こども園、

すみだこども園が開園し、平成27年度には（仮

称）橋本こども園と、一次計画にはなかった

応其小学校区でもこども園が開園予定です。

また、（仮称）山田こども園、学文路中学校区

でのこども園も計画されています。さらに、

今後、正職員の保育士の採用は行わないと表

明されています。以上のことから、橋本市の

保育の今後について、いくつかの提案を含め

て質問を行います。 

 まず一つ目、平成25年４月の正職員の保育

士の見込み人数について。２点目、こども園

の定員について。３点目、嘱託・臨時保育士

について。民営化が続くと雇いどめになる可

能性があるのではないか。本来、正職員を採

用すべきところを、低賃金の嘱託・臨時保育

士で補ってきた上に、定数が足りているから

と雇いどめにするのは問題があるのではない

ですか。４点目、名古曽保育園、伏原保育園

の耐震二次診断の結果を受けての対応につい

て。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君の質問項

目１、介護保険に関する質問に対する答弁を

求めます。 

 健康福祉部長。 
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〔健康福祉部長（北山茂樹君）登壇〕 

○健康福祉部長（北山茂樹君）最初に、介護

保険についての１点目、介護予防・日常生活

支援総合事業の導入についてお答えします。 

 介護予防・日常生活支援総合事業とは、平

成23年に介護保険法の改正により創設され、

多様なマンパワーや社会資源の活用を図りな

がら、要支援者・二次予防事業対象者に対し

て、介護予防や配食・見守り等の生活支援サ

ービス等を、市町村の判断・創意工夫により、

総合的に提供することができる事業です。 

 本市としては、今年度制度導入について関

係各課で検討しましたが、現状のサービスの

中で、要支援者と二次予防対象者に対するシ

ームレスな対応や介護予防を進めながらニー

ズの高い生活支援が実施されており、また、

全国の自治体の実施状況を調査いたしまして

も、現状では20の自治体しか導入していない

こと、また、近畿管内においては、兵庫県内

で１自治体のみであること、和歌山県内にお

いては実施する予定の自治体はありませんで

した。 

 したがいまして、今後、介護予防・日常生

活支援総合事業の導入にあたっては、介護保

険財政の状況を十分見きわめ、引き続き橋本

市の高齢者のニーズの把握や他地域の情勢な

どを検討し、橋本市の高齢者が利用しやすく、

効果的な事業展開ができるよう、既存のサー

ビスとの均衡を考えながら慎重に検討してい

きたいと考えています。 

 次に、介護保険料減額に関する事務取扱要

綱の見直しについてお答えします。 

 本市の第１号被保険者の介護保険料の所得

段階は、平成23年度まで、国が示した所得に

応じた標準６段階、６区分に対して、低所得

者層の負担軽減を考慮し、７段階、８区分と

設定しています。しかし、平成24年度以降の

第５期計画において、大幅な保険料の上昇が

見込まれたことから、さらに負担能力に応じ

た制度にするため、本年度から９段階、11区

分までに細分化して、低所得者層の負担増を

抑制しています。 

 さて、和歌山県内30市町村中、介護保険料

の独自減免を実施している市町村は、本市を

含め14の自治体でございます。これらの状況

を踏まえ、本市といたしましては、介護保険

料減額対象者の世帯年間収入見込額の現行基

準を、平成25年度から増額を含めて見直す方

向で考えていますので、ご理解をお願いしま

す。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君、再質問

ありますか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）まず最初の、介護予防・

日常生活支援総合事業の導入についてですが、

全国でも20自治体しか導入されていないとい

うことと、現在の橋本市のサービスで、かな

り、先ほどシームレスな対応ができていると

いうふうなお答え、答弁であったと思うんで

す。で、新たに導入しなくても、今現在でも、

この介護予防についてはかなりできていると

いうことで、当面といいますか、第５期では

もう導入しないというお答えであったという

ふうにとってよろしいでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）導入の期間に

ついては、明確には言ってございません。第

５期の24年から26年の間で導入しないという

ことを、はっきり明確化してございません。

ただ、導入については、先ほど答弁いたしま

したとおり、やはりメリット、デメリットが

ございますので、今の現状の中では、十分既

存のサービス等の均衡等も踏まえて、慎重に

やっぱり検討せざるを得ないということだと

思ってます。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 
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○２番（阪本久代君）慎重にということです

けど、とりあえず25年度からすぐに導入され

るということはないというふうに、今の時点

でもそういう答弁であったというふうにとっ

てよろしいでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）平成25年度か

らの導入については、現在のところ困難であ

るという考え方です。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）２番に移ります。 

 先ほど、増額を含めて検討しているという

答弁で、本当に年48万円以下の基準というの

は、先ほども言いましたけれども、生活保護

基準にも足りていませんし、どのぐらいの増

額になるかということは、今の段階では、先

ほどの答弁ではわかりませんけれども、せめ

て生活保護基準以上になるように要望いたし

ます。 

 ここで、かつらぎ町の例をちょっと紹介い

たします。お隣のかつらぎ町も独自減免の制

度があるんですけれども、最初は橋本市の要

綱をお手本に、同じように年48万円以下とい

う条件で要綱をつくられたんですが、なかな

か利用される方がなく、また、結局48万円と

いう収入ではとても、何ていうんか、そうい

う条件に合う方がほとんどいないということ

で、ひとり暮らしの場合、収入が90万円以下

で、預貯金が90万円以下、家族が１人増える

ごとに48万円を加算するというふうに要綱を

変更されました。さらに、今年の４月の第５

期で、かつらぎ町の介護保険料も基準額で橋

本市と同じ月額5,750円に増額というか、値上

がりしたんですけれども、それに合わせまし

て、昨年の秋に就任された新しい町長は、こ

の基準保険料が4,900円から5,750円になった

ことを契機に、払えないものは払えないとい

う決断をして、生活困窮者が減免を申請すれ

ば保険料を全額免除するというふうに、要綱

を改正されました。今年になって３人、この

保険料全額減免の方が生まれているというこ

とです。 

 やはり、町長、市長の考え一つで、これだ

けいろいろ変わってくるものなんだなあとい

うふうに思うんですけれども、このことにつ

いて、市長、すいません、ご意見ありません

でしょうか。 

○議長（井上勝彦君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）市長にかわってご答

弁をさせていただきます。かつらぎ町は、県

下でも高い金額での減免ということを聞いて

おります。橋本市といたしましては、橋本市

独自で、どの金額が適正なのかということを、

今、検討中でございますので、またそれに関

しましては、来年４月からということで、今、

鋭意取り組んでおりますので、ご理解をお願

いいたします。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）かつらぎ町の

事例をお聞きしたんですけども、かつらぎ町

に確認いたしましたところ、確かに全額減免

をしているようでございますけども、その全

額減免の対象者が、この11月現在で４名とい

うことを聞いております。 

 全額減免しておるんですけども、本市の低

所得者層の負担をできるだけ軽減するという

施策の中で、先ほどもご答弁させていただき

ましたように、９段階、11区分の設定をさせ

ていただいてございまして、このことは何を

言うておるかといいますと、所得階層を細分

化することによって、例えば、第３段階です

と1,035人の方が、かつらぎ町の方より年間

3,400円保険料が安くなるという設定になっ

ています。それから第４段階では3,192人の方

が、かつらぎ町の同じ区分より１万1,700円安

くなっているということになってございます。 
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 橋本市といたしましては、ごく少数な人数

の方々の全額減免より、多くの方々に、金額

は小さくても多くの方に負担軽減を図るとい

うことのほうが重要であるということの中で、

９段階、11区分のほうにさせていただいてお

るということでございます。 

○議長（井上勝彦君）次に、質問項目２、保

育問題に関する質問に対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（北山茂樹君）登壇〕 

○健康福祉部長（北山茂樹君）阪本議員のご

質問にお答えします。 

 なお、これは国の厚生労働省からの介護保

険料の減免の考え方ということが示されてお

るんですけども、一つは、「災害等、特殊な事

情を除いて、保険料を全く払わないことは助

け合いの精神を否定することとなるので、保

険料の全額減免は不適当」ということが厚生

労働省から示されております。その観点から

いいますと、やはり本市のように、実情に応

じて、できるだけ多くの低所得者層の方に、

額は小さいですけども減免をするほうが実情

に合ったものかと思っております。 

 まず、１点目の、平成25年４月の正規職員

の保育士数ですが、保育園とたんぽぽ園をあ

わせて51名となる見込みです。 

 ２点目の、こども園の定員ですが、高野口

こども園の長時間児の定員は、ゼロ歳児６人、

１歳児16人、２歳児24人、３歳児30人、４歳

児30人、５歳児30人の計136人、短時間児は、

３歳児から５歳児それぞれ20人の計60人、合

計196人となっています。すみだこども園の長

時間児の定員は、ゼロ歳児６人、１歳児16人、

２歳児24人、３歳児40人、４歳児40人、５歳

児40人の計166人、短時間児は、３歳児20人、

４歳児から５歳児それぞれ30人の計80人、合

計246人となっています。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）できるだけ低所得者の

方にいろんな減額をというのは、それはもう

大事なことだと思うんですけども、ただ、第

２段階の方で言えば、世帯全員非課税で年金

収入プラス所得合計が80万円以下という方が

第２段階。ということは、先ほどから言って

いる、今の橋本市の基準の48万円以下の方が、

皆お一人の場合だったらここに入るというこ

とになります。その第２段階の方は、もとも

とで言えば基準額の半分なんですけれども、

それでも基準額が上がれば介護保険料は上が

っていきますので、本当に低い年収の方の、

一番低いところの年収の方の減額がどれだけ

できるんかというところで、48万円よりも高

い基準、少しは増額というか、増額を検討さ

れているということですので、できるだけた

くさんの方がその対象になるように、何度も

何度も要望しているんですけれども、いい結

果が聞けることを期待して待っております。 

 ３点目の、嘱託・臨時保育士についてです

が、こども園の開園にあたっては、指定管理

者と公立保育園、幼稚園の嘱託・臨時保育士

等の積極的な採用について協定を結んでおり、

高野口こども園で９名、すみだこども園で12

名が採用され、平成25年４月開園の三石保育

園では16名が採用予定であります。現在のと

ころ、公立保育園では、家庭の事情で年度途

中に退職される職員もあり、保育士の確保に

苦慮している状況ではありますが、今後、複

数のこども園が同時期に開園することが予定

されている中で、公立保育園では保育士不足

の現状から一変して余剰になることも考えら

れます。こうしたことに備え、今後ともこど

も園の開設にあたっては、指定管理者に嘱

託・臨時保育士等の積極的な採用をお願いし

てまいりたいと考えています。 

 ２番に移ります。  ４点目の、名古曽保育園、伏原保育園の耐
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震二次診断の結果を受けての対応についてで

すが、11月８日の文教厚生委員会で報告させ

ていただいたとおり、名古曽保育園、伏原保

育園ともに、園舎のIｓ値は震度６強程度の地

震で倒壊または崩壊する危険性が高い0.3未

満となりました。市としては、引き続き園舎

を使用することは危険であると判断し、緊急

対応として園庭へのプレハブ園舎の設置と、

抜本的な対応策として、名古曽保育園、伏原

保育園、応其幼稚園を統合して、公設民営の

こども園を新設する方針を示させていただき

ました。その後、保護者、地元区長、地元区

等を対象に説明会を順次開催しているところ

です。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）平成25年４月

で51名になるわけですけども、年齢構成がち

ょっと、今はまだ数字をつかんでおりません。

なお、本年４月現在の年齢構成を申し上げま

すと、50歳以上が19人、40歳以上が18人、30

歳以上が15人、20歳以上が１人となってござ

います。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）今の計画ですと、幼保

一元化の一次計画で５園の公設民営のこども

園ができると。二次計画は、その時点ではま

だ発表されてなかったんだけれども、先ほど

の４番の答弁でも、新たに、本来ならば二次

計画になったであろう名古曽保育園、伏原保

育園についても、また公設民営ということで、

そういう方向で進めるということが発表され

ています。 

 説明会では、プレハブ園舎対応になると何

歳児から受け入れてくれるのか、プレハブ園

舎を設置すると園庭が狭くなる、公設民営こ

ども園は不安である、などのご質問、ご意見

をいただきました。市といたしましては、子

どもの安全を早期に確保し、安心、快適に園

生活を送ることのできるこども園への移行を

早急に進めなければならないと考えています。

したがいまして、今後とも説明会等を通じて、

保護者や地元の皆さまにご理解をいただける

よう取り組んでまいりたいと考えています。 

 そういう中、また先ほどの、今年の４月現

在の年齢構成でいっても、この保育士の40代、

50代の方が実際に多いわけです。なおかつ新

規の正職員の保育士を採用されないというこ

とは、20代の方がお一人いらっしゃるから、

すぐにということではないけれども、いずれ

は公設公営の保育園がなくなってしまうとい

うことにもなってしまうんではないかと思う

わけです。それで本当に橋本市の保育行政が

成り立っていくのだろうかと、これが大きな

疑問なんです。今でしたらば、例えば高野口

保育園のほうとか、すみだ保育園にも現職の

園長経験者の職員の方が、いろいろと聞き取

り調査に行ったり、いろんなことをされてま

すけれども、そういう経験を積んだ保育士も

いずれはいらっしゃらなくなったときに、本

当に橋本市の今まで積み上げてきた保育とい

うものが、どうなってしまうんだろうかとい

うふうに危惧するんですけれども、その辺は

いかがでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君、再質問

ありますか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）まず１番からいきます。

たんぽぽ園も含めて51人の予定であるという

ことです。２年ほど前にも質問したんですけ

れども、このときは、平成22年４月１日現在

の正職員の保育士の人数は57人で、20代がお

一人、30代が19人、40代が15人、50代が22人

ということでした。25年、来年４月の保育士

の年代別でいいますと、どのような人数にな

りますでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 ○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 
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○健康福祉部長（北山茂樹君）まず、職員の

採用の関係ですけども、本市が進めている橋

本地域でのこども園、それから山田地域での

こども園、それから新たに応其地域でのこど

も園、これは３園とも計画どおりに進むとい

うことになりますと、平成27年に三つとも開

園というような運びになるわけです。その時

点で、保育士の必要数といいますのが39人に

なります。そのときに正保育士が何人おるか

ということになりますと、27年の４月で44人

の正職の保育士がいると。ところが必要な保

育士数は39名ということになりますので、５

名の余剰人員が出てくるという結果になりま

す。そのことを踏まえまして、今後、橋本市

がこども園を進めるにあたって、そういう余

剰人員が出てくるという中で、現在、正規職

員の保育士を採用していないということにな

ってございます。 

 それから、年齢構成の中でですけども、基

本的に、先ほど24年４月の年齢構成を言わせ

ていただいたんですけども、４年後になりま

すと当然皆さん方、四つずつ年とっていくん

ですけども、今、50歳以上の職員の比率とい

うのが非常に多うございまして、全体の

35.8％を占めておるんですけども、その多く

が退職するということによりまして、中心に

なるのは40歳以上の正保育士が中心になると

いうことになります。平均年齢でいいますと、

若干今よりも若返る結果となってございます。 

 それから、あと将来、指定管理者として、

公設民営として橋本市が民間で運営をしてい

ただくわけでございますけども、その中では、

当然、今の橋本市の保育を継承していくとい

うのが大前提になってございます。今の職員

構成でいいますと、30歳以上の方もまだおら

れますので、当分の間は橋本市の保育という

のが継承できるものと思ってますし、それが

徐々にやっぱり年度を重ねるにつけて、民間

の指定管理者のほうでも、やはり独自で進め

ていけるということになろうかと思いますの

で、今後、橋本市といたしましては、新たに

正職員の保育士を雇う考え方は持ってござい

ません。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）確かに嘱託・臨時の保

育士が民間のこども園に採用されたりである

とか、今現在は、この橋本市の保育をいろい

ろと、指導と言えるのかどうかわからないけ

れども、いろんな助言をしたりとかというこ

とは、今現在はできる、当分の間はできると

思うんです。でも、いずれ４年、５年とかじ

ゃなくて、もっと先になったときに、本当に

それをすることができる保育士といいますか、

経験が、やっぱり何ていうか、こども課に職

員の方はいらっしゃるけれども、実際に保育

を経験されてない方がこども課には配属され

るわけですから、いくら文書を読んで指導す

るといっても、やっぱり現場を知らないとい

うことでは限界があると思うんです。そうい

うときに、保育の経験者が常に橋本市にいら

っしゃるということが、橋本市の保育を考え

る上で大事だというふうに考えるんですけど

も、ただ単に保育士が余ってくるのを見越し

て採用しないというのは、経験の継承から言

っても問題があるんではないんですか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）現在はこども

園が開園になりまして、まだ年数的に短いと

いう中で、やはり橋本市の保育を継承してい

くには、当然、橋本市の保育士の助言なり指

導なりは必要かと思っています。しかしなが

ら、長いスパンで見ますと、10年、20年スパ

ンで考えていただきますと、当然こども園、

民間の指定管理者も経験を積んでいきますの

で、橋本市の保育というのが、その経験の中

で十分継承していただけるものと考えてござ
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います。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）そうしますと、例えば

30年後に、保育を経験した方が橋本市に１人

もいらっしゃらなくなっても、何も問題はな

いと。極端な例ですけど。20代の方が１人い

らっしゃるので。そういうふうにおっしゃっ

ているんでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）何も問題はな

いとははっきりは言うてませんけども、少な

くともこども園がいろんな経験を積んで、そ

の指定管理者が経験を積んで、その問題点に

十分対応してもらえるというように考えてい

るところでございます。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）この点では平行線ばか

りなので、２番のほうに移ります。 

 ２番で、先ほど、高野口こども園とすみだ

こども園の定員についてお答えいただきまし

た。高野口こども園のときは、４歳、５歳で

いいますと長時間児が30人、短時間児が20人

ということなんですけれども、すみだこども

園になりますと長時間が40人、短時間が30人、

足しますと70人になるわけです。二つのクラ

スに分けますと、実際、一つのクラスが35人

ということになりまして、この中には、短時

間児、長時間児が一緒に保育されているとい

うことになります。このときに、本来の長時

間児の基準で言えば、30人に１人が基準です。

それが、この短時間児と一緒になってるとは

いえ、35人に１人の担任になるということは、

何ていうか、保育を受ける園児の側からいえ

ば、条件が悪くといいますか、基準が緩和さ

れているというふうに受け取ってしまうんで

すけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）こども園化を

することによって、子ども数が増えると、園

児数が増える、クラスごとの園児数が増える

ということで、以前、議員のほうからもいろ

いろご提案をいただいているところでござい

ます。例えば、こども園をするにあたって、

そういう人数が多いときに副担任といいます

か、そういうことを取り入れてはどうかとい

うようなご提言もいただいておりますので、

それについては十分検討してまいりたいと、

かように思っているところでございます。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）実際には、今、加配の

必要な子どももかなりいらっしゃるので、一

つの教室に35人に対して１人の保育士という

現状ではないとは思うんです。ないとは思う

んですけれども、今、副担任ということをお

っしゃいましたけれども、少なくとも一つの

保育室というか部屋に35人、30人以上になっ

たときには、長時間の担任お一人、短時間の

担任お一人というか、それぞれの担任を配置

することが必要ではないかと思うんですけど、

いかがでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）障がい児加配

の保育士についてもお話あったんですけども、

障がい児加配の保育士については、あくまで

対象は障がい児の子どもを見るというのが基

本で、その子どもに対応するために加配職員

を置いておるということになってまいります。 

 先ほどからお話があるとおり、こども園化

しますと、非常に一クラスの園児数が増えて

まいります。そんな関係で、現状、非常に保

育士の方も現在の保育について、いろいろ苦

慮されている点も私のほうもわかっておりま

して、その観点からいいましても、やはり副

担任を置くということについては今後検討し

てまいりたいと、かように思っている次第で

ございます。 
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○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）それは、高野口こども

園、すみだこども園、それぞれいろいろ定員

とかも違ってきているんですけれども、今の、

これから副担任も検討してまいりたいという

お答えは、次の園からということでしょうか。

それとも、既に開園しているところも含めて

ということでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）既に開園して

いるこども園も対象になろうかと思います。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）それでは、来年の４月

から間に合うように、ぜひよろしくお願いい

たします。 

 ３番に移ります。先ほど、今後で言えば、

嘱託・臨時保育士について余剰人員というか、

そういうことが出てくる可能性もあるという

ことなんですけれども、そのときに、やはり

確かに嘱託の保育士は１年契約、臨時の保育

士は半年契約という基本はありますけれども、

でも、今までずっと正規の保育士でするべき

ところを低賃金でずっと、実際には頑張って

こられている嘱託・臨時の保育士を、もう余

っているからといって雇いどめにするという

ことは、本当に薄情な市やなというふうに思

うんですけども、そういうことにならないよ

うに対策を考えていただけませんでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）薄情な市と言

われることになるんですけども、市といたし

ましては、先ほど答弁でも申し上げましたと

おり、次にできるこども園で、できるだけ多

くの嘱託または臨時保育士を採用してもらう

ということを積極的に働きかけて、現在も働

きかけているんですけども、より一層働きか

けていきたいと、かように思っております。 

 ちなみに、平成25年度だけで単年度で申し

上げますと、フルタイム職員だけで計算しま

すと、約16名の余剰が出るというような計算

が出てきておるんですけども、ただ、通常だ

いたい１年で、臨時保育士の中で家庭の事情、

それから結婚等々でやめられる方が、年間で

だいたい20名余りいてございます。その関係

があって、非常に保育士の確保に現在は苦慮

しておると言わせていただいたんですけども、

その中で、今の段階では余剰人員はその中で

の補充という形の中で吸収できるんではない

かなというように、ひとつ考えているところ

でございます。 

 ただ、26年度以降、27年には、順調にいき

ますと三つのこども園化ということになるわ

けでございますけども、当然、臨時・嘱託保

育士が非常に余剰が出てくるということにな

りますので、そのときに、できるだけこども

園で正職員として採用していただけるよう、

最善の努力をしてまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）嘱託・臨時保育士自身

のご希望にもよりますけれども、できるだけ

雇いどめという形はとらずに、いろいろな方

法で希望に添えるようにしていってもらいた

いというふうに思います。 

 ４番に移ります。私、説明会にはよう参加

していないので、実際の、直接保護者の皆さ

んとか、地域の皆さんの声というのはちゃん

と聞けてないんですけれども、でも、園庭も

小さくなるし、また先ほど、何歳からという

ことの質問も出たということですけど、文教

厚生委員会では、３歳、４歳、５歳を考えて

いるということで、兄弟の方がばらばらの保

育所になる可能性とかも出てきますし、本当

に一日も早く、安心できる、安全な園舎に移

るということは本当に必要なことになると思

うんです。 
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 そのときに、幼保一元化５カ年計画といい

ますか、統廃合についても、民営化について

も、共産党はずっと反対をしてきてますし、

その考え方は変わらないんですけれども、た

だ、名古曽保育園、伏原保育園については、

一日も早く安全な園舎にということでいえば、

指定管理者制度にこだわらないほうが早く、

だから、公設公営ですれば、１年でも早く新

しい園舎に移ることができるんではないかと

思うんですけども、いかがでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）保護者の説明

会での意見の中でもいろいろご質問がありま

した。公設公営でこども園をしていく考えは

ないかとか、いろいろ意見も出されたわけで

ございますけども、市といたしましては、現

在の高野口こども園、すみだこども園につき

ましても、開園当初はいろいろ苦情等もある

わけでございますけども、高野口こども園で

したら、もう現在は苦情等もほとんどござい

ません。今年に入って１件だけと聞いてござ

いますし、すみだこども園でも、開園当初は

いろいろご意見も苦情等もいただいたわけで

すけども、今はほとんどないということでご

ざいますので、市といたしましては、決して

公設公営でないとだめだという考え方は持っ

ておりませんので、今後も公設民営のこども

園化を進めてまいりたいと考えております。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）今までの例というか、

やり方でいいますと、１年かけてこの指定管

理者を決めて、その指定管理者の意見も聞き

ながら、園舎の設計も含めて一緒に考えてい

ってということで、開園までに２年かかって

いると思うんです。でも、公設公営ですれば、

指定管理者を選定するという時間が短くなり

ますので、それだけでも早く安心な園舎に移

ることができるんではないかと思うんですけ

ども、その辺、それもあって、この公設公営

ということを言っているのと、それと、そも

そもここは一次計画にも入ってませんでした

し、二次計画については公設公営も考えると

いうのが最初のこども園計画での説明でした

ので、指定管理者制度にこだわることはない

と思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）こども園を建

設するには、公設公営で行いましても公設民

営で行いましても、最短で２年、これからい

いますと２年はかかります。それは設計、そ

れから建築ということになりますので、最短

で２年かかるという考え方でございます。 

 公設民営、今、橋本市が応其地区でこども

園化をめざしておるんですけども、それにつ

いても同じ２年スパンで考えておりまして、

27年４月の開園をめざしているところでござ

いますので、公設公営だから、公設民営だか

らといいましても、ほとんど年数は変わりま

せん。 

 それから、指定管理者制度につきまして、

市が二次計画も指定管理者制度でもってこど

も園化を進めるという考え方で今おりまして、

橋本市全体を、今後こども園化を進めていく

と。それは、なぜかといいますと、やっぱり

こども園化をすることによって、保護者ニー

ズに十分対応できる。例えば、短時間児保育

でしたら、３歳児からの入園。それから、長

時間児におきましても、ゼロ歳児、１歳児の

枠の拡大。それから、地域の子育て支援セン

ターを設置しまして、在宅の育児不安等々を

持っておられる保護者、子どもに子育て支援

センターへ来ていただくというようなこと。

それから、一番大きな理由につきましては、

やはり保育園児、幼稚園児とも保育に欠ける、

欠けないいかんにかかわらず同じ園で、保護

者も変わらず、子どもの環境も変わらず、同
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じ園でおられるというのが一番大きなメリッ

トだと思っておりますので、やはり、橋本市

で向かうところはこども園であろうというよ

うに考えてございます。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）公設公営でやっても、

公設民営でやっても２年はかかるんだという

ご答弁だったんですけれども、公設公営のと

きでも２年かかるという詳しい手順といいま

すか、何にどれだけかかるんだというご説明

をお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）まず、予算組

みの関係から必要ですし、それから、設計で

やはり１年かかります。それから、建設で１

年かかるということで、２年かかるというこ

とになってございます。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）そのときに、この指定

管理者の選定とかというのは何も影響しない

ということですか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）設計で１年か

かるという中で、並行して指定管理者の選定

等々をしていく考えでございますので、期間

的には公設民営であろうが公設公営であろう

が、ほとんど期間的には２年ということで変

わらないということでございます。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）納得はできないんです

けど。変わらないということなんですが、や

はり、２年間危険な園舎の隣でプレハブ建て

て保育するということは、保護者にとっては

本当に不安だと思うんです。いくら立ち入ら

ないようにというふうにしても、本当に何が

あるかわからない、危険なもののそばで保育

するということですから、２年もかかるとい

うことが本当にいいのかどうかということも

含めて、土地についてはもう確保されている

ということですので、本当に早く、それこそ

一日でも早く開園にこぎつけないと、保護者

の皆さんの納得というのは得られないと思う

んです。 

 でも、だからといって、この耐震の結果の

報告にしても、それ自体も保護者の皆さんに

とったら突然の話だと思いますので、その辺

は、皆さんが納得できる方向で進めていかな

いといけないと思うんです。その辺は、何と

いいますか、ごり押しをしないように、本当

に充分に納得のいく方向でまとめていただき

ますようにお願いをして終わります。 

○議長（井上勝彦君）２番 阪本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、３時25分まで休憩いたします。 

（午後３時９分 休憩） 
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